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症例報告

大動脈弓最終枝としての右鎖骨下動脈の1例

　　　　　　　　　横須賀　　　均

岩手医科大学歯学部ロ腔解剖学第一講座＊（主任：野坂洋一郎教授）

〔受付：1979年1月16日〕

　抄録：岩手医科大学歯学部における1978年度解剖学実習において，右鎖骨下動脈が大動脈弓の最終枝をな

す破格例を見出した。本例は，うっ血性心不全にて死亡した49歳の日本人女性屍体にみられた。

　大動脈弓からは，右総頸動脈，左総頸動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈の順に分枝している。右鎖骨下

動脈は，鋭角に分岐するとともに食道のうしろを右へ走行している。本例は，足立のG型，あるいはHoL

zapfelの5型に相当するものと考えられる。足立のG型については，本例を含めて過去56例の報告がみられ

るが，本例のように気管の位置は正常でその左側に食道の偏位を伴うものは，本邦では3例目に相当し，極

めて稀れである。

　岩手医科大学における1978年度歯学部解剖学

実習において，本来大動脈弓の第1枝である腕

頭動脈から分枝すべき右鎖骨下動脈が大動脈弓

の最終枝をなす破格例を見出したので，本学に

おける類似例の出現状態とあわせて報告する。

屍体は，うっ血性心不全（肺炎を併発）にて死

亡した49歳の日本人女性（屍体番号；1549）で

ある。

所 見

　上行大動脈，大動脈弓，下行大動脈は正常で

あるが，大動脈弓は右より　①右総頸動脈　②

左総頸動脈　③左鎖骨下動脈　④右鎖骨下動脈

の順序に分枝し，右鎖骨下動脈は大動脈弓の最

終枝として出現する。このため，正常の腕頭動

脈を欠損する（図1，2，3）。

　右総頸動脈：正常の腕頭動脈は形成されず，

上行大動脈の起始部から50硫の点で気管左縁の

位置より単独に大動脈弓の第1枝として分岐す

る。分岐後は，気管の右縁にそって垂直に上行

し，以後正常の経過をたどる。

　左総頸動脈：大動脈弓の頂点部より，わずか

に左傾しながら大動脈弓の第2枝として分岐

し，約17況加走行後食道の左縁にそって垂直に上

行，以後正常の経過をたどる。

　左鎖骨下動脈：左総頸動脈分岐部に隣接した

位置より大動脈弓の第3枝として分岐し，左総

頸動脈と平行に約8豹π上行後左椎骨動脈を分枝

し左方へ水平に向きを変え，以後正常の経過を

たどる。

　右鎖骨下動脈：大動脈弓の最終枝として左鎖

骨下動脈分岐部より約13π鴫匪れた大動脈弓内背

側面より漏斗状に膨大した起始部をもってはじ

まる。分岐後，鉛直軸に対し約35度の角度をも

って食道の左背側を圧迫しながら約40冗刷こわた

り第7頸椎体の腹側を上行し，気管右縁後部で

右椎骨動脈を分枝したのち右方へ水平に向きを

変え，以後正常の経過をたどる。本屍体に認め
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られたその他の異常’

　（1）右反回神経：正常な経過で走る迷走神経
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右総頸動脈
左総頸動脈
左鎖骨下動脈

右鎖骨下動脈

気　　　　管

食　　　　道

上行ノこ動脈

下行ノく動脈

　から分岐し，右鎖骨ド動脈を回る反回神経

　は認められないが，迷走神経幹より直1妾の

　枝が喉頭に分布する。

（2）　胸管：脊椎腹側にそって上行後第1胸椎

　体の前で右ヒ方に向きを変え，右鎖骨下動

　脈と伴走し第7頸椎体の腹側で右静脈角に

　注ぐ1本が認められた。

（3）食道および気管の位置：気管はIE常な位

　置に存在したが，食道は第6～7頸椎体の

　前より約123π尻にわたって気管の左側へ偏

　位し，以後食道裂孔に至る。食道は，正常

　部では外径約22沈πを示し，狭窄部では厚さ

　約6沈沈，幅約2伽沈を示している。
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考 察

　大動脈弓からの分枝の変異については足立D

により詳細に報告され，最終枝としての右鎖骨

下動脈の出現は0．2％程度といわれている（図

4）。さらにHolz三pfel　2）は，この右鎖骨下動

脈と他の枝との関係を合わせて分類を行ってい

る（図5）。本例を上記2者の分類にあてはめ

ると，右鎖骨下動脈が大動脈弓の最終枝として

分岐し，食道のうしろを通る足立の分類G型，

Holzapfelの分類5型と考えられる。足立のG

型についてわが国では，鈴木3）により報告され

て以来，屍体に関して見出されているものでは

本例が報告としては56例目，体数としては82例

目1）’3）－47）’54）’62）である（この中には新生児また

29

は胎児に関するものが6報告例，29体4”9）’27）’

29）’38）’62） 含まれている。）本破格例の出現頻度に

関しては日本人の場合，足立8）が0．2土0．2％，

吉田ら43）によれぽ例数増加に伴い約0．5％とい

う。岩手医科大学においては，二井ら1°）の14歳

の男性および植木ら26）の50歳の男性屍体に関す

る2例が報告されている。両例とも，大動脈弓

の最終枝として右鎖骨下動脈が分岐し食道のう

しろを通るもので，本例同様足立のG型に相当

する。したがって，本学において見出された

本破格例は，本報告で3例目となる。本学で，

1978年度解剖学実習までに用いられた屍体数は

1560体で，本破格例の出現率は約0．2％となり

足立の数値に近い。しかし，過去の報告8’”）’

16）’18）’19）’27）’29）’38）’41）’43）’55）’57）’59）’62） および本学
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　　A　型
（83．3％±1．64％）

　　　∩

　　B　型
（10．9％±1．37％）

　　C　型
（　4．3％±0．89％）

　　　　Wrt．

　　　∩

Wrt．

　　int．　ext．

　　D　型　　　　　　　　　　　　　E　型　　　　　　　　　　　　　F　型
（　0・6％±0．34％）　　　　　　　　　　　　　　（　0．6％±0．34％）　　　　　　　　　　　　　　（　0．2％±0．20％）

　　A型：正　　　常
　　　B型：左総頸動脈が双頸動脈幹より分岐する

　　C型：左椎骨動脈が大動脈弓の第3枝として分岐する

　　D型：
　　　　　する
　　E型：左椎骨動脈が大動脈弓の最終枝として分岐する

　　　F型：右内頸動脈と右外頸動脈が腕頭動脈より分岐する

　　G型：右鎖骨下動脈が大動脈弓の最終枝として分岐し，食道のうしろを通る

　　　　　　　　　　　　　　　　図4　足　立　の　分　類

　　G　型
（　0．2％±0．20％）

左総頸動脈が双頸動脈幹より分岐するとともに，左椎骨動脈が大動脈弓の第2枝として分岐
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　　C．d．：右総頸動脈　　C．　s．：左総頸動脈　　S．s．：左鎖骨下動脈

　　S．d．：右鎖骨下動脈　V．　d．：右椎骨動脈　　V．　s．：左椎骨動脈

大動脈弓の枝の分岐順序

　　1：双頸動脈幹，無名動脈

　　2：双頸動脈幹，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　3：右総頸動脈，無名動脈，右鎖骨下動脈

　　4：無名動脈，左総頸動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　5：右総頸動脈，左総頸動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　6：左総頸動脈，右総頸動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　7：双頸動脈幹，左椎骨動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　8：無名動脈，左総頸動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　9：右総頸動脈，左総頸動脈，左椎骨動脈，左鎖骨下動脈，右鎖骨下動脈

　　10：右総頸動脈，左総頸動脈，左鎖骨下動脈，左椎骨動脈，右鎖骨下動脈

　　　　　　　　　　　図5　Holzapfelの分類

における出現状態を合わせてみると，本邦にお

ける足立のG型は，吉田らののいうように約

0．5％になるようである。また，わが国におけ

る報告では，本破格例の男女間における出現率

に有意差はない。

　成因については，Congdon48）やBarry49）等

は，発生学的な立場から，正常では残るべき大

動脈弓の第4弓が消失し，消失すべき右背側大

動脈の遠位が残存したものと述べている。ま

た，Fox＆Goss　5°），木原5Dは実験的な立場か

ら，マウスにトリパン青を注射して血管系の奇

形を作り出し，CongdonやBarryのいう発現

機序と同様の機序でこの異常がおこることを述

べている。さらに木原は，ヒトにおける症例

と，形態および出現率を比較検討し，ヒトに類

似すると述べている。一方，Gould52）は，　aortic

vas　aberransと右鎖骨下動脈の副枝との吻合に

よるものではないかと述べている。これらの異

常は，aortic　arch　syste叫のある部分が閉鎖，

吻合，離断することによって生ずるという点

で，先人の考えは一致している。

　Holzapfel　2）は，右鎖骨下動脈が気管の前面あ

るいは気管と食道の間を通る例について報告し

ているが，わが国では全報告例が食道のうしろ
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を通る。発生途上では，食道はaortic　arch　sys－

temの内にとじ込められた状態となる（心臓よ

り出た第1～第4大動脈弓は食道の外側をまわ

って背側大動脈に注く・）ことから，Holzapfel

の報告している気管の前や食道の前を通る例は

注目されるが，発生学的には非常に困難となり

疑問視もされている4η。

　本例は，すでに述べたが，足立のG型に食道

が気管の左側を走行するような位置異常を伴っ

ている。このような異常を伴うものは，藤本

ら28），増子ら朽）に次いで，わが国では本例が3

例目（出現率は，おおよそ0．05％）となり，き

31

わめて稀な破格例と考えられる。藤本ら28），河

西53）は，大動脈弓の異常に伴う周囲器官の変化

について述べているが，胸部および右鎖骨下動

脈の支配領域にとどまっている。しかし，総頸

動脈の支配領域にも何らかの影響が現われると

考えられるので，今後は，頭頸部の精査を行な

う必要があろう。

　稿を終えるにあたり，御指導賜わりました高

木知道助教授ならびに野坂洋一郎教授に謝意を

表するとともに，御協力いただきました研究室

員，学生諸君に感謝します。

　Ab8truct：During　the　routine　dissection　by　dental　students　at　Iwate　Medical　University，　an

anomalous　case　of　the　right　subclavian　artery　which　arose　as　the　last　branch　of　the　aortic　arch

was　found．　The　anomaly　was　observed　in　a　Japanese　female　cadaver　who　was　49　years　old　and

died　of　conjestive　heart　failure．

　From　the　aortic　arch，　four　arteries　arose　in　the　following　order：1）the　right　common　carotid

artery，2）the　left　common　carotid　artery，3）the　left　subclavian　artery　and　4）the　right　subc－

lavian　artery．　The　last　anomalous　artery　bent　sharply　and　ran　transversely　to　the　right　behind

the　esophagus．　This　case　belongs　to　the　type　G　of　Adachi　and　to　the　fifth　type　of　Holzapfel．

　In　this　case，　disarrangement　of　the　esophagus　is　noticed．　The　esophagus　is　observed　to　the

left　side　of　the　trachea，　though　the　trachea　is　nor皿ally　situated．　In　Japan，　this　case　is　the　third

case　taking　with　the　abnormal　situatation　of　the　esophagus　in　the　type　G　of　Adachi．
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